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文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
三
月
五
日
の
こ
と
で
す
。
そ
の
日
、
出
島
は
朝
か
ら

大
騒
ぎ
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
福
岡
藩
主
・
黒
田
斉
清
公
（
一
七
九
五
〜

一
八
五
一
）
が
世
子
（
あ
と
つ
ぎ
、
黒
田
長
溥
の
こ
と
）
を
伴
っ
て
、
長
崎
・
出
島

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
日
、
黒
田
斉
清
は
出
島
の
門
か
ら
入
り
、
ま
ず
商
館
長
部
屋
を
訪
ね
（
当
時

の
商
館
長
は
メ
イ
ラ
ン
）、
牛
小
屋
や
花
畑
に
寄
っ
た
後
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
も
と
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
収
集
品
を
見
て
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
問
上
の
質
問
を

す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
シ
ー
ボ
ル
ト
と
共
に
半
日
程
時
間
を
過
し
た
黒

田
斉
清
は
、
そ
の
日
の
夕
方
ご
ろ
出
島
を
出
て
、
当
時
長
崎
の
浦
五
島
町
に
あ
っ
た

福
岡
藩
の
長
崎
屋
敷

に
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
シ
ー
ボ

ル
ト
と
黒
田
斉
清
と

の
間
に
交
わ
さ
れ
た

問
答
は
、『
下
問
雑

載
（
か
も
ん
ざ
っ
さ

い
）』
と
い
う
本
に

ま
と
め
ら
れ
て
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
編
者

は
福
岡
藩
士
で
蘭
学

者
の
安
倍
龍
平
。
安

倍
は
、
蘭
学
に
興
味

を
も
ち
当
代
一
流
の

博
物
学
者
で
あ
っ
た

黒
田
斉
清
の
蘭
学
顧

問
を
つ
と
め
て
い
ま

し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト

と
の
会
見
の
と
き
に
も
、
黒
田
斉
清
に
随
行
し
て
問
答
の
内
容
を
詳
細
に
書
き
留
め

て
お
り
、シ
ー
ボ
ル
ト
を「
才
学
尋
常
の
蘭
人
に
あ
ら
ず
」と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
『
下
問
雑
載
』
に
は
、
全
部
で
三
十
五
に
も
の
ぼ
る
問
答
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
を
除
き
、
い
ず
れ
も
黒
田
斉
清
の
質
問
（
下
問
）
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
回
答
し
た

も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
植
物
・
世
界
地
理
・
人
種
・
気
候
風
土
・
鳥
・
怪
奇
な
生

き
物
な
ど
、
そ
の
範
囲
の
広
さ
・
知
識
の
深
さ
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。
そ
の
中
か
ら
、

「
河
童
」
に
つ
い
て
の
問
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
な
お
、
原
文
を
現
代
語
訳
し
て
い

ま
す
）。

問
（
黒
田
斉
清
）

「
わ
が
国
の
言
葉
で
、
水
虎
、
一
名
カ
ワ
タ
ロ
ウ
（
川
太
郎
）、
又
、
カ
ワ
コ
ゾ
（
川

小
僧
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
夏
の
日
に
水
中
に
あ
っ
て
人
を
害
す
る
。
そ
の
形
を

見
る
こ
と
は
稀
な
怪
獣
で
あ
る
。
そ
の
種
類
は
数
品
あ
る
と
い
う
。
今
そ
の
三
品
の

写
生
図
を
示
す
。
こ
の
も
の
は
、
よ
く
人
を
惑
わ
す
。
非
常
に
怪
異
で
あ
る
。
第
一

の
図
は
、
西
洋
よ
り
乾
物
に
し
て
輸
入
さ
れ
る
「
ト
ロ
ン
ベ
イ
タ
」
で
は
な
い
の
か
。

「
ト
ロ
ン
ベ
イ
タ
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
」

（
※
ト
ロ
ン
ベ
イ
タ
は
、
原
注
に
「
華
夷
通
商
考
に
見
ゆ
」
と
あ
り
、『
増
補
華
夷
通

商
考
』（
西
川
如
見
著
、
宝
永
五
年
刊
）
の
巻
四
「
阿
蘭
陀
」
の
土
産
の
項
に
「
ト

ロ
ン
ベ
イ
タ　

河
太
郎
の
事
也　

其
骨
薬
に
用
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
）。

答
（
シ
ー
ボ
ル
ト
）

「
私
は
ま
だ
「
ト
ロ
ン
ベ
イ
タ
」
と
い
う
も
の
を
知
り
ま
せ
ん
。
三
図
を
拝
覧
し
ま

す
と
、
第
二
図
は
猿
の
類
に
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
一
図
、
そ
の
背
に

甲
羅
を
負
っ
た
も
の
は
、決
し
て
「
ソ
ー
ク
ジ
ー
ル
」（
原
注
「
吸
乳
獣
」）
で
は
な
く
、

も
し
こ
の
獣
が
い
れ
ば
、
亀
の
よ
う
な
「
テ
ウ
エ
イ
ス
ラ
ク
チ
ク
」（
原
注
「
水
陸

と
も
棲
居
す
る
も
の
」）
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
獣
が
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
閣
下
が
も
し
そ
の
乾
物
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ
一
覧
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
私
の
力
を
尽
く
し
て
調
査
し
て
、
そ
れ
が
何
者
か
を
世
に
公
に
す
れ
ば
、

私
の
名
誉
も
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」

問
（
黒
田
斉
清
）

「
水
虎
は
、
三
図
と
も
薩
摩
の
老
公
（
島
津
重
豪
）
が
そ
の
物
を
得
て
写
生
し
た
も

の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
疑
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
貝
原
益
軒
が
著
す『
大

和
本
草
』
に
言
う
、「
六
を
蔵
す
る
こ
と
亀
に
異
な
る
こ
と
な
し
」
と
。
思
う
に
、

こ
の
甲
羅
が
あ
る
物
を
言
う
の
か
。
そ
の
乾
物
は
、
中
津
の
家
臣
・
神
谷
源
内
が
老

公
よ
り
得
た
も
の
で
、
こ
れ
を
借
り
て
示
し
た
い
の
だ
が
、
源
内
は
江
戸
に
い
て
距

離
も
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
出
船
す
る
ま
で
に
取
り
寄
せ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
だ
。

　

ま
た
、本
藩（
福
岡
藩
）の
人
々
の
間
に
も
水
虎
を
目
撃
す
る
も
の
が
多
い
と
言
う
。

そ
の
存
在
を
疑
う
べ
き
で
は
な
い
」

答
（
シ
ー
ボ
ル
ト
）

「
水
虎
は
、
私
も
ま
だ
そ
の
何
者
で
あ
る
の
か
を
知
り
ま
せ
ん
。
こ
の
獣
が
も
し
存

在
す
れ
ば
、
必
ず
亀
の
一
種
に
間
違
い
な
い
と
考
え
ま
す
」

　

当
時
、
河
童
の
存
在
は
か
な
り
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
み
え
、
一
般
の
人
々
は
も
ち

ろ
ん
、
蘭
学
に
通
じ
た
黒
田
斉
清
や
島
津
重
豪
ま
で
も
が
存
在
に
疑
い
を
持
た
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
現
代
の
人
々
か
ら
す
れ
ば
お
か
し
な
話
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ
自

然
が
豊
か
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇
怪
な
事
件
が
お
こ
っ
て
い
た

こ
と
が
記
録
に
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
全
国
各
地
に
多
く
の
河
童
伝
説
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
の
問
答
は
、
互
い
に
実
り
多
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
の
ち
に
黒
田

斉
清
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
影
響
を
受
け
て
『
脚
気
予
防
説
』
を
著
し
、
ま
た
動
植
物
の

標
本
や
著
書
を
シ
ー
ボ
ル
ト
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本

研
究
の
際
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
研
究
は
、
多
く
の
日
本
人
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
、
近
年
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
蘭
学
大
名
」
と
呼
ば
れ
る
黒

田
斉
清
も
、
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

�

（
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
係
長
）

三
一
一
号　

平
成
二
〇
年
六
月
二
十
日

シ
ー
ボ
ル
ト
と
殿
様 

〜
出
島
で
く
り
広
げ
ら
れ
た
「
河
童
」
問
答
〜

○
先
月
末
、
中
国
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
被
害
の
報
告
に
接
し
、「
我
等
み
な
出
来
る
限
り
無
駄

を
省
き
。
出
来
る
限
り
救
援
の
事
に
心
し
て
下
さ
い
と
の
事
。」
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

○
五
月
は
N
H
K
長
崎
文
化
セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
波
佐
見
町
の
文
化
財
史
跡
を
訪
ね
た
。
講

師
に
は
波
佐
見
史
跡
研
究
の
第
一
人
者
一
瀬
信
雄
氏
が
来
て
下
さ
っ
た
。
一
同
先
ず
国
指
定

史
跡
永
尾
窯
跡
よ
り
七
ツ
の
国
指
定
波
佐
見
古
窯
群
を
見
学
、
金
屋
神
社
、
三
領
石
、

旧
波
佐
見
宿
（
国
文
化
財
・
六
十
余
州
酒
蔵
等
）、
東
前
寺
で
は
御
住
職
御
夫
妻
に
御
接

待
を
う
け
大
日
如
来
・
中
世
五
輪
塔
群
を
見
学
。
や
き
も
の
公
園
で
は
世
界
の
各
種
焼

き
物
窯
を
見
学
。
永う
つ
わ
や

彩
器
で
は
階
上
の
特
別
展
示
室
を
見
学
、
新
茶
の
贈
物
を
戴
く
。

次
の
安
楽
寺
で
も
御
祖
母
様
は
じ
め
御
住
職
御
夫
妻
に
迎
え
ら
れ
秘
佛
拝
見
後
、
各
自

に
波
佐
見
焼
の
お
土
産
ま
で
頂
戴
し
た
。
次
は
急
い
で
野
々
川
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
群
見
学

に
行
く
。
同
地
で
も
町
文
化
協
会
長
野
澤
義
典
氏
が
待
っ
て
お
ら
れ
て
説
明
案
内
し
て
下

さ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
の「
陶
芸
館
」に
着
い
た
時
に
は
閉
館
十
五
分
前
で
あ
っ
た
が
、（
株
）

く
ら
わ
ん
か
館
の
福
田
昌
祐
先
生
が
出
て
こ
ら
れ
て
時
間
を
延
長
し
、
階
上
資
料
室
ま
で

案
内
し
て
下
さ
っ
た
。「
今
日
は
波
佐
見
の
方
々
の
心
ゆ
た
か
な
御
も
て
成
し
を
戴
き
、
久

し
ぶ
り
に
心
の
な
ご
む
一
日
で
し
た
ね
」
と
、
参
加
者
一
同
、
口
を
揃
え
て
言
わ
れ
て
い
た
。

○
六
月
一
日
、こ
の
日
は
昔
よ
り
長
崎
の
人
に
と
っ
て
は
「
な
が
さ
き
ク
ン
チ
」
の
第
一
歩
「
小

屋
入
り
」
の
日
で
あ
る
。
旧
記
に
よ
る
と
「
神
棚
に
膾な
ま
すを
供
え　

家
内
一
同
氷
餅
を
戴
く
」

と
あ
る
。「
氷
餅
と
は
正
月
の
か
き
餅
を
貯
え
お
く
も
の
也
」
と
い
う
。

○
又
、古
記
に
よ
る
と
こ
の
日
、本
年
の
踊
町
は
、月
の
初
旬
の
う
ち
良
ろ
し
き
日
に
町
内
こ

ぞ
っ
て
奉
納
踊
を
稽
古
す
る
踊
小
屋
を
用
意
し
、次
い
で
町
内
乙お
と

名な（
町
代
表
役
員
）を
先

頭
に
シ
ャ
ギ
リ
囃
子
に
乗
っ
て
諏
訪
社
に「
本
年
当
番
の
踊
町
を
無
事
終
了
す
る
よ
う
に
と

祈
願
し
、町
内
に
帰
っ
て
祝
宴
を
は
る
」と
記
し
て
あ
る
。現
在
で
は「
六
月
初
旬
の
よ
ろ
し

き
日
」で
は
な
く
、各
町
六
月
一
日
を
小
屋
入
り
の
日
と
定
め
諏
訪
社
に
行
き
、其
の
後
は

伊
勢
・八
坂
の
各
社
と
当
年
の
年
番
町
を
中
心
に
踊
町
の
人
達
は
シ
ャ
ギ
リ
囃
子
と
共
に

挨
拶
に
廻
っ
て
い
る
。こ
の
日
よ
り
夏
の
衣
装
を
着
る
こ
と
も
記
し
て
あ
る
。

○
長
崎
文
献
社
よ
り「
卓
袱
料
理
の
す
す
め
」を
戴
く
。（
古
場
久
代
先
生
著
、ブ
ラ
イ
ア
ン
先

生
英
訳
）内
容
は
第
一
章
の
卓
袱
料
理
を
生
ん
だ
長
崎
の
歴
史
と
文
化
よ
り
始
ま
り
、旧
料

亭
の
シ
ッ
ポ
ク
料
理
、今
日
の
シ
ッ
ポ
ク
料
理
と
新
し
い
目
で
長
崎
伝
統
の
料
理
が
解
説
さ

れ
て
い
た
。（
三
、一
五
〇
円
）

○
長
崎
県
美
術
館
に
七
月
十
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、「
イ

ギ
リ
ス
よ
り
里
帰
り
の
浮
世
絵
名
品
展
」実
に
楽
し
か
っ
た
。

織
田　
毅

「河童図」（シーボルト記念館所蔵『下問雑載』より）


